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本論文では、紀元前 3世紀に、東地中海の沿岸部を中心に広大な領域を支配した、プトレマイオス朝を取り上げ、

その国家構造と王国支配に適用されたイデオロギーを考察する。プトレマイオス朝については、紀元前 3世紀末

のプトレマイオス 4 世を境に、広大な領域を支配した最盛期と、内乱が繰り広げられ、紀元前 30 年の滅亡へと

向かう衰退の時期に区分されてきた。このような従来の見方に修正を迫り、政治文化の視点からプトレマイオス

朝に一貫して見られるイデオロギーを考察し、新たな領域国家としてのプトレマイオス朝の構造と新たなヘレニ

ズム王権像を提示する。 

 考察のポイントは大きく 2点に分けられる。まず 1点は、プトレマイオス王国を、エジプトにとどまらず、北

アフリカ、シリア・パレスティナ、小アジア沿岸部、エーゲ海島嶼部にわたる、広範な地域を支配する領域国家

として理解することである。従って、小アジアやエーゲ海においては、他の諸王朝―とりわけアンティゴノス朝、

セレウコス朝―と同じく、ギリシア都市との関係を維持することが王朝の領域統治政策にとって重要な問題とな

っていた。王権と都市との関係を考える上での重要な視覚は、プトレマイオス朝の諸王によって、ギリシア諸都

市に対して繰り返し行われた、エヴェルジェティズム（恩恵施与）を再考することにある。エヴェルジェティズ

ムについては、古典古代の都市社会における支配関係、あるいは外部権力と都市の支配関係を定義する概念とし

て使用される。本論文では、紀元前 4世紀後半から、プトレマイオス朝によるギリシア諸都市への資金や穀物の

寄進の事例を取り上げて、プトレマイオス朝の政策を検討する。それによって、紀元前 3世紀のプトレマイオス

朝が、ギリシアや小アジアの諸都市の支持を得て、東地中海世界において影響力を浸透させ、エーゲ海での覇権

を維持しようとした点を指摘するとともに、プトレマイオス 4世以降、諸都市や神域への恩恵施与の持つ意味が

変化し、文化の保護者としての面が前面に出てくるようになった経緯を明らかにする。 

 もう１点は、恩恵施与を政策手段とした、プトレマイオス朝のギリシア政策を可能とした、ディオニュシズム

という概念である。プトレマイオス朝は、紀元前 3世紀はじめからディオニュソスを崇拝し、王朝祭祀に組み込

んで崇拝を行ってきた。このようなプトレマイオス朝の宗教政策と、エジプトを中心とする王国からの収益を基

盤とした、豊かな王室経済によって可能となった歴代諸王の豪奢な生活様式が結び付けられ、ディオニュシズム

という、王権イメージを表現する概念を生み出した。しかしながら、ディオニュシズムは、おもにローマの歴史

家が、ディオニュソス信仰や、その儀礼について持っていた批判的な態度や、加えて、紀元前 2世紀の、衰退の

時期とされてきた後期プトレマイオス朝の諸王への評価と結び付き、退廃的なイメージが与えられてきた。 

 このようなディオニュシズムへの否定的な評価を修正し、ヘレニズム王権の新たな表彰のひとつとして再評価

するために、プトレマイオス 2世が、紀元前 271/0年に、アレクサンドリアで催した、プトレマイエイアの壮大

な祭典行列を分析する。それによって、ディオニュシズムが大衆をひきつけるページェントにとどまらず、アレ

クサンドロスとディオニュソスを結び付けることでプトレマイオス朝の王権の正統性を構築し、また、行列への

参加を通して、軍隊、都市、大衆という、プトレマイオス 2世の王権基盤をまとめる支配装置として機能した点

を明らかにする。 

 また、こうしたプトレマイオス朝の王権イデオロギーを喧伝し、王朝祭祀の担い手として、ディオニュソスの

テクニタイを取り上げて考察する。元来、集団で移動しながら各地の祭典に参加し、演劇や音楽を中心とした活

動を行っていたディオニュソスのテクニタイが、プトレマイオス朝の諸王によって保護された点を指摘し、彼ら

の組織構造や、実際の活動の解明を通して、プトレマイオス朝の王朝祭祀の意義とその伝播を明らかにする。そ

して、ディオニュソスのテクニタイを、ヘレニズム時代の文化史の文脈にとどまらず、政治史や社会史の観点か

ら再考し、プトレマイオス朝の王権の表象である、ディオニュシズムと、ギリシア世界を結び付けるものとして

再評価する。 

 このようなプトレマイオス朝の権力の象徴として表出された、エジプトや広大な領土を基盤とする経済力や、

王による音楽や演劇、祭祀への傾倒は、従来では、後期プトレマイオス朝の衰退の象徴として取り上げられてき

た。本研究での分析によって、プトレマイオス朝の文化の保護や、経済力を誇示するかのようなさまざまなペー

ジェントは、すでに王朝の最盛期とされてきた紀元前 3世紀においても、王朝の政策として一貫したものであっ

た。プトレマイオス朝の王権を象徴する、豊饒の概念や、賛歌や詩に代表される、アレクサンドリアで創作され

た作品は、その守護神であるディオニュソスと結びつけられ、このような生活様式が、ディオニュズムとして王

権と結びつき、ヘレニズム時代以降、王権のイデオロギーの表象として受け入れられるようになったのである。 


